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本
年
度
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
戸
畑
工
業
高
等
学
校
教
頭

か
ら
本
校
の
教
頭
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
平
野
で
ご
ざ
い
ま

す
。
創
立
一
〇
七
年
の
輝
か
し

い
伝
統
と
素
晴
ら
し
い
校
風
を

誇
る
、
本
校
の
教
頭
と
し
て
着

任
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

光
栄
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
教

頭
と
し
て
の
重
責
を
強
く
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

去
る
、
四
月
七
日
に
北
辰
会

の
役
員
の
皆
様
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
平
成
十
八
年
度
の
入

学
式
を
挙
行
し
、
二
〇
〇
名
の

新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
入
生
は
、
入
学

後
の
一
週
間
で
二
、三
年
生
の

先
輩
か
ら
、
校
歌
や
応
援
歌
、

挨
拶
な
ど
、
倉
工
魂
の
一
端
を

厳
し
く
そ
し
て
温
か
く
指
導

さ
れ
、
涙
す
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
全
員
が
倉
工
生
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
私
も
こ
の
新
入
生
指
導

を
通
し
て
、
本
校
の
伝
統
の
重

み
を
体
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

在
校
生
全
員
が
強
い
絆
に
よ

り
「
倉
工
健
児
」
の
精
神
の
も

と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
大
き

く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
、
学
校
長

が
学
校
経
営
方
針
を
「
も
の
づ

く
り
を
通
し
て
『
真
理
探
究
』

『
質
実
剛
健
』『
勤
労
努
力
』
校

訓
の
育
成
」、
重
点
目
標
を
「
地

域
社
会
に
信
頼
さ
れ
未
来
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て

『
志
高
き　

は
つ
ら
つ
倉
工
生
』

の
育
成
」
を
掲
げ
て
、
常
に
生

徒
を
中
心
に
据
え
、
未
来
を
担

う
志
高
い
工
業
人
の
育
成
を
目

指
し
て
教
育
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
新
聞
報
道
等
で
ご

存
じ
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す

が
、「
県
立
高
等
学
校
再
編
整

備
に
関
す
る
第
二
次
実
施
計

画
」
に
基
づ
き
、
北
九
州
市
内

の
三
工
業
高
校
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
明
確
化
し
、
産
業
界
の

期
待
に
応
え
る
人
材
育
成
を
図

る
観
点
か
ら
、
学
科
再
編
を

含
め
た
教
育
内
容
等
の
再
編
成

が
平
成
十
九
年
度
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
北
九
州
地
区
工
業
三
校

の
中
で
、
本
校
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
、
設
計
及
び
生
産
技
術

の
基
礎
的
知
識
を
兼
ね
備
え
た

上
で
、
組
み
立
て
ラ
イ
ン
や
機

械
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
、
機

械
の
保
守
・
保
全
な
ど
生
産
工

程
全
体
を
見
通
す
こ
と
が
で
き

る
「
実
践
的
技
術
者
（
エ
ン
ジ

ニ
ア
）」
の
育
成
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
再
編
案
と
し
て

は
、
現
行
の
電
子
機
械
、
電
子
、

工
業
化
学
、
電
気
、
設
備
工

業
（
機
械
）
の
五
学
科
と
し
て
、

平
成
十
九
年
度
入
学
生
か
ら

は
、「
機
械
系
」「
電
気
系
」「
化

学
系
」
の
三
系
に
ま
と
め
て
募

集
し
、
一
年
次
に
基
礎
基
本
を

学
習
し
た
上
で
、
二
年
次
か
ら

自
ら
の
適
性
や
進
路
希
望
に
よ

り
産
業
動
向
等
に
対
応
し
て
設

定
さ
れ
た
専
攻（
専
門
コ
ー
ス
）

を
主
体
的
に
選
択
し
、
そ
の
道

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
す
も
の

で
す
。
現
在
、
専
攻
シ
ス
テ
ム

の
名
称
及
び
教
育
内
容
を
最
終

的
に
確
立
す
る
段
階
に
入
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
九
月
に
募
集

定
員
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
部

九
州
自
動
車
一
五
〇
万
台
生
産

拠
点
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
県
下
で
は
初

め
て
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
「
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ａ
」
が
導
入
さ
れ
、
三
年
生

が
実
習
や
課
題
研
究
等
で
、
技

術
習
得
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
科
再
編
の
機
会
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
足
腰
の
強

固
な
名
実
と
も
に
日
本
一
の
工

業
高
校
の
創
造
を
目
指
し
て
、

校
長
を
中
心
に
全
教
職
員
で
一

丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
む
所

存
で
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
皆
様
方

や
北
辰
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

名実ともに日本一の
工業高校の創造を目指して

　

北
辰
会
の
皆
様
方
に
は
、
本

校
並
び
に
後
輩
生
徒
に
対
し
、

物
心
両
面
に
わ
た
り
御
支
援
・

御
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
儀
、
今
春
の
人
事

異
動
に
よ
り
戸
畑
工
業
高
校
に

転
出
い
た
し
ま
し
た
。
小
倉
工

業
高
校
在
籍
の
間
、
長
野
会

長
、
赤
尾
前
会
長
を
は
じ
め
と

し
て
北
辰
会
の
皆
様
方
に
は
篤

き
御
交
誼
・
御
厚
情
を
賜
り
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

十
一
年
前
、
県
下
で
は
一

番
創
立
の
若
い
工
業
高
校
か

ら
百
周
年
を
目
前
に
し
た
本

校
に
赴
任
し
、
伝
統
の
重
み
、

同
窓
会
の
皆
様
の
母
校
、
そ

し
て
後
輩
た
ち
に
対
す
る
厚

き
思
い
に
驚
き
と
畏
敬
の
念

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
特
に
、
進
路
指

導
を
担
当
し
て
、
生
徒
諸
君

の
努
力
や
実
力
の
高
さ
や
先

生
方
の
熱
心
な
指
導
も
然
る

事
な
が
ら
、
各
界
で
活
躍
す
る

先
輩
諸
氏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
大
き
さ
に
大
変
助
け
ら
れ
、

感
激
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
籍
最
後
の
二
年
間

は
、
自
校
昇
任
し
新
米
教
頭
と

な
っ
た
未
熟
な
私
を
再
々
支
え

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、

お
隣
の
戸
畑
工
業
高
校
で
工
業

教
育
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
北
九
州
工
業
地

帯
は
、
自
動
車
産
業
の
相
次
ぐ

進
出
等
新
た
な
活
況
を
呈
し
、

工
業
高
校
に
と
っ
て
追
い
風
の

到
来
と
も
言
え
ま
す
。
小
倉
工

業
高
校
と
と
も
に
、
地
域
に
根

ざ
し
た
優
秀
な
工
業
人
の
育
成

を
戸
畑
工
業
高
校
で
果
た
す
こ

と
が
北
辰
会
の
皆
さ
ま
へ
の
ご

恩
返
し
と
心
得
、
職
務
に
精
励

す
る
所
存
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
る
時
学
校

長
よ
り
「
北
辰
会
の
北
辰
の
謂

わ
れ
は
何
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
北

辰
」
＝
「
北
極
星
」、
古
来
旅
人

の
海
の
道
し
る
べ
。
な
る
ほ

ど
、
倉
工
同
窓
生
の
未
来
に
向

け
き
ら
星
の
如
く
輝
く
「
人
生

の
道
し
る
べ
」
を
意
味
す
る
の

で
は
、
と
勝
手
に
解
釈
し
感
心

し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
万
人

を
超
え
る
Ｏ
Ｂ
の
偉
大
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
小
倉
工
業
高
校

に
と
っ
て
、
在
校
生
に
と
っ

て
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
だ

と
思
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
小
倉
工
業
高
校

並
び
に
北
辰
会
の
益
々
の
御
発

展
と
会
員
の
皆
さ
ま
の
御
健
勝

を
祈
念
し
、
離
任
の
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

離
任
の
ご
挨
拶

前 

教
頭

濱　

田　
　
　

修

（
現  

戸
畑
工
業
高
）

着
任
の
ご
挨
拶

教
頭

平　

野　

孝　

幸

　

二
月
二
十
八
日
に
新
た
な
会

員
の
入
会
式
が
母
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
会
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

の
あ
と
、
新
入
会
員
の
代
表
か

ら
会
員
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て

北
辰
会
を
支
え
て
い
く
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
会
式
後
に
、
北
辰
館
に
於

い
て
関
東
支
部
代
表
の
野
見
山

誠
一
氏
（
三
十
六
年
電
気
卒
）、

近
畿
支
部
代
表
の
三
輪
正
夫
氏

（
三
十
五
年

電
気
卒
）
と

そ
れ
ぞ
れ
就

職
、
進
学
す

る
新
入
会
員

と
の
懇
談
会

が
行
わ
れ
ま

し
た
。 二

三
二
名
が
入
会

北
辰
会
入
会
式

・３月までの総アクセス数：約9400回　アクセス人数：約1500人
・アクセス場所順位
　１位：福岡県、２位：大阪府、３位：東京都、４位：神奈川県、５位：静岡県
・名簿更新手続き受付：10件
・掲示板投稿記事数：２
・会費納入オンライン化に関するアンケート
　オンライン化は必要だ：８人
　オンライン化は不要だ：８人
　オンライン化が必要と思った人の内の解答： コンビニ決済８名
 クレジットカード決済７名

◆　－　◆　－　◆　－　◆　－　◆　－　◆　－　◆　－　◆　－　◆

　北辰会ホームページが立ち上がって半年が経過しようとしていますがまだまだ認知度が
少ないようです。今後もオンラインサービスを中心とした内容を充実させていくためにも
知人・友人への呼びかけをよろしくお願いいたします。
　Yahoo!JAPANにて【北辰会】で検索を行えば５番目以内にリンクが表示されます。
また直接アドレス【http://www.hokusin .net】でもアクセスできます。

北辰会ホームページ平成18年度  北辰会総会
本年度の北辰会総会は下記の通り開催します。

◆日　時　　平成18年５月28日（日）

　　　　　　・受　付　14：00より

　　　　　　・総　会　15：00より

　　　　　　・懇親会　16：00より

◆場　所　　ウェルシティ小倉（九州厚生年金会館）

　　　　　　北九州市小倉北区大手町12-3

　　　　　　TEL　093-592-5401

◆会　費　　5,000円

※交通手段　JR小倉駅バスセンター「6番のりば」から「100円周遊バス」に乗車。
（内回り）魚町・西小倉駅経由
（外回り）平和通り・医療センター経由}いずれも「厚生年金会館前」下車。
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出
場　

江
藤
雅
浩

〈
剣
道
部
〉

全
九
州
高
校
剣
道
新
人
大
会
県

北
部
予
選

　

５
位　

平
原
元
紀

〈
ラ
グ
ビ
ー
部
〉

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
県
予
選

　

１
回
戦　

85

－

０
太
宰
府

　

２
回
戦　

33

－

14
九
州
朝
鮮

　

３
回
戦　

０

－

73
東
筑

全
九
州
高
校
ラ
グ
ビ
ー
新
人
大

会
県
予
選

　

２
回
戦　

38

－

０
光
陵

　

３
回
戦　

０

－

60
東
筑

〈
サ
ッ
カ
ー
部
〉

全
九
州
高
校
サ
ッ
カ
ー
新
人

大
会
県
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

（
リ
ー
グ
戦
）

　

５

－

６
明
治
学
園

　

３

－

３
希
望
ヶ
丘

　

２

－

０
慶
成

　

４

－

０
戸
端
商

（
順
位
決
定
戦
出
場
）

〈
電
子
機
器
組
み
立
て
部
門
〉

　

敢
闘
賞　
　

木
戸　
　

智

（
平
十
五
年
電
子
科
卒
）

ト
ヨ
タ
自
動
車

第
四
十
三
回
技
能
五
輪
全
国
大

会　

山
口
大
会

〈
メ
カ
ト
ロ
部
門
〉

　

金
賞　
　

笹
原
祥
二
郎

　
（
平
十
五
年
電
子
機
械
科
卒
）

日
産
自
動
車

〈
機
械
組
み
立
て
部
門
〉

　

敢
闘
賞　

土
谷　

幸
司

　
（
平
十
五
年
電
子
機
械
科
卒
）

豊
田
自
動
織
機

〈
旋
盤
部
門
〉

　

敢
闘
賞　
　

北
条　

孝
典

（
平
十
五
年
電
子
機
械
科
卒
）

ア
イ
シ
ン
精
機

　

北
部
予
選　

５
位

　

県
大
会　

９
位

〈
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〉

全
九
州
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新

人
大
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

　

リ
ー
グ
決
定
戦

　
　

104

－

52
北
九
州
高
専

　

１
〜
４
位
リ
ー
グ

　
　

85

－

78
自
由
ヶ
丘

　
　

114

－

92
常
盤

　
　

60

－

71
戸
畑

　
　
（
北
部
２
位
）

全
九
州
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新

人
大
会
福
岡
県
予
選

　

１
回
戦　

96

－

79
嘉
穂

　

２
回
戦　

81

－

75
祐
誠

　

３
回
戦　

61

－

112
宗
像

（
県
ベ
ス
ト
８
）

〈
空
手
道
部
〉

全
九
州
高
校
空
手
道
新
人
大
会

福
岡
県
大
会

　

団
体
組
手
２
位

　

個
人
組
手
２
位　

島　

拓
朗

〈
卓
球
部
〉

全
九
州
高
校
卓
球
新
人
大
会
福

岡
県
大
会

〈
野
球
部
〉

北
部
地
区
１
年
生
大
会

　

２
回
戦　

８

－

１
東
筑

（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

　

３
回
戦　

14

－

４
八
幡
工

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

　
準
々
決
勝　

16

－

６
希
望
ヶ
丘

（
８
回
コ
ー
ル
ド
）

　

準
決
勝　

４

－

８
東
筑
紫

九
州
地
区
高
校
野
球
福
岡
北
部

大
会

　

２
回
戦　

３
－

５
北
筑

〈
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
〉

全
国
選
抜
大
会
予
選
福
岡
大
会

　

２
回
戦　

24

－

２
宗
像

　

３
回
戦　

25

－

16
泰
星
学
園

（
県 

ベ
ス
ト
８
）

〈
陸
上
部
〉

国
民
体
育
大
会
（
岡
山
国
体
）

　

少
年
男
子
Ａ　

100
ｍ

　
　

５
位
（
10
秒
61
）

　

青
年
少
年
男
子
共
通
４
×
100

ｍ
リ
レ
ー

　
　

１
位
（
40
秒
01
）

　
　

荒
尾
省
吾

全
国
高
校
駅
伝
福
岡
県
大
会

【
退
職
】

▽
原　
　

嘉
納（
参
事
兼
事
務
長
）

【
転
出
】

▽
濱
田　
　

修
（
教
頭
）

 

戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
川
嶋　

美
和
（
国
語
）

 

小
倉
西
高
校
へ

▽
山
科　

勝
人
（
英
語
）

 

東
筑
高
校
へ

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
今

回
、
昔
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が

使
用
し
て
い
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
復
刻
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
先
輩
方
の
築
か
れ
た
伝

統
を
受
け
継
い
で
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
大
会
で

　

ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部

で
は
田
中

先
生
の
指

導
の
も
と
「
温
故
知
新
・
伝
統

継
承
」
を
合
い
言
葉
に
県
大
会

へ
向
け
て
、
毎
日
必
死
に
練
習

部
活
動
だ
よ
り

は
こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
恥

じ
な
い
よ
う
に
全
力
を
出
し

切
り
、
暴
れ
獅
子
の
如
く
コ
ー

ト
を
縦
横
無
尽
に
駆
け
巡
り
、

暴
れ
ま
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
同
窓
会
の
方
々
に
は
、
今

回
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
制
作

す
る
に
あ
た
り
、
費
用
等
の
ご

援
助
を
し
て
い
た
だ
き
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
倉
工
ハ
ン
ド
部　

目
指
せ

全
国
制
覇
！
」
未
来
へ
向
け
疾

風
続
け
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の

こ
れ
か
ら
の
成
長
を
あ
た
た
か

い
眼
差
し
で
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
職
員
の
異
動

「
温
故
知
新
・
伝
統
継
承
」

学
校
だ
よ
り

　

同
窓
会
「
北
辰
会
」
が
、
健

全
な
活
動
を
維
持
し
て
い
く
礎

は
年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で

す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と

も
会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
母
校
の
発
展
の
た

め
に
努
力
を
重
ね
、
事
務
の
効

率
化
と
経
費
節
減
に
努
め
て
行

く
所
存
で
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の

納
入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
母
校
生
徒
の
就
学
、

部
活
動
に
対
す
る
支
援
の
為
の

教
育
振
興
基
金
に
ご
理
解
賜
り

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
併

せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
納
入
及
び

　

教
育
振
興
基
金
納
入
の　

　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
い

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
顧
問 　

田
中　

亮
平

（
昭
和
55
年
化
卒
）

第
57
代
主
将

木
戸　

昇
平

設
備
工
業
科
３
年 

▽
増
本　
　

勲
（
電
子
機
械
）

 

戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
上
山　

賢
志
（
電
子
）

 

香
椎
工
業
高
校
へ

▽
越
智　

裕
兒

 

苅
田
工
業
高
校
・
昇
任

▽
田
中
亜
矢
子
（
事
務
）

 

北
九
州
教
育
事
務
所
へ

　

二
〇
〇
五
年
十
月
に
行
わ
れ
た
第
四
十
三
回
技
能

五
輪
全
国
大
会
に
平
成
十
五
年
卒
業
の
同
窓
生
が
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
転
入
】

▽
宮
部　

順
治（
参
事
兼
事
務
長
）

 

豊
津
高
校
よ
り

▽
平
野　

孝
幸
（
教
頭
）

 

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
前
川　

暁
（
国
語
）

 

小
倉
西
高
校
よ
り

▽
森
下　
　

譲
（
英
語
）

 

大
里
高
校
よ
り

▽
恒
成　

卓
哉
（
英
語
）

 

青
豊
高
校
よ
り

▽
久
保　

明
美
（
事
務
）

 

小
倉
南
高
校
よ
り　
　

【
新
任
】

▽
白
石　

大
藏
（
電
気
）

定
年
退
職
に
伴
う
お
礼
の
言
葉

前 
参
事
兼
事
務
長

原　
　
　

嘉　

納

存
在
と
質
の
高
い
技
術
者
た
ち

が
培
っ
て
き
た〈
現
場
力
〉に
あ

り
ま
す
。
今
後
も
強
み
の
源
泉

の
一
つ
で
あ
る
人
材
の
育
成
＝

ひ
と
づ
く
り
に
力
を
注
が
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
日
本
全
国
は
勿
論
の

こ
と
、
世
界
を
視
野
に
入
れ
た

〈
も
の
づ
く
り
〉の
拠
点
と
し
て

の
北
九
州
地
区
の
中
心
に
位
置

す
る
小
倉
工
業
高
等
学
校
は
、

福
岡
県
だ
け
で
は
な
く
全
国
よ

り
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
、
注
目
の
的

で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

社
会
や
企
業
の
要
請
に
応
え
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
絶
対
に
活
か
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
退

職
し
た
後
も
、
地
域
社
会
よ
り

こ
れ
か
ら
の
小
倉
工
業
高
等
学

校
の
発
展
を
し
っ
か
り
と
注
目

し
、
見
つ
め
続
け
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北

辰
会
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
と
今

後
の
ご
多
幸
を
、
そ
し
て
、
福

岡
県
立
小
倉
工
業
高
等
学
校
の

よ
り
一
層
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
定
年
退
職
す
る
に

あ
た
り
ま
し
て
感
謝
と
お
礼
の

ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

平
成
十
六
年
四
月
に
本
校
に

赴
任
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に

二
年
間
が
過
ぎ
、
本
年
三
月

三
十
一
日
に
定
年
退
職
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
わ
ず

か
二
年
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、

私
に
と
り
ま
し
て
最
後
に
勤
務

す
る
職
場
と
考
え
、
自
分
の
全

て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
し
た
。

今
、
思
い
返
せ
ば
、
二
年
が
倍

以
上
の
四
〜
五
年
間
勤
務
し
て

き
た
よ
う
な
、
本
当
に
凝
縮
さ

れ
た
中
身
の
濃
い
時
間
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
間
、
北

辰
会
の
皆
様
方
に
は
大
変
な
お

世
話
に
な
り
、
言
葉
で
は
言
い

表
す
こ
と
の
出
来
な
い
多
く
の

勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
ま
で
私
が
出
会
っ
た

同
窓
会
の
中
で
、
最
も
す
ば
ら

し
い
同
窓
会
で
あ
っ
た
と
、
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
赤
尾
前
会
長
様
、
長
野
現

同
窓
会
長
様
、
坂
田
事
務
局
長

様
を
は
じ
め
、
多
く
の
役
員
の

皆
様
方
に
は
、
公
私
に
わ
た
っ

て
ご
指
導
、
ご
助
言
を
受
け
ま

し
て
、
そ
の
結
果
、
学
校
当
局

や
生
徒
諸
君
に
対
し
ま
し
て
絶

大
な
力
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て

生
徒
諸
君
の
文
武
両
道
に
物
心

両
側
面
か
ら
の
ご
援
助
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
諸
君
は
勿

論
の
こ
と
、
教
職
員
一
同
は
い

く
ら
感
謝
し
て
も
感
謝
し
す
ぎ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

福
岡
県
立
小
倉
工
業
高
等
学

校
は
、
明
治
三
十
二
年
に
創
立

さ
れ
、
本
年
で
一
〇
七
年
目
、

「
も
の
づ
く
り
」
を
と
お
し
て
、

日
本
の
明
治
以
降
の
近
代
産
業

の
発
展
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を

積
み
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。
多

く
の
優
秀
な
人
材
＝
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
を
企
業
に
社
会
に
送
り

続
け
、
そ
の
人
脈
た
る
や
県
下

広
し
と
い
え
ど
も
、
他
の
追
従

を
許
し
て
い
ま
せ
ん
。
北
部
九

州
地
区
の
企
業
活
動
及
び
産
業

構
造
は
、
常
に
国
内
は
勿
論
、

世
界
と
直
結
し
て
い
ま
す
。
平

成
十
七
年
八
月
十
四
日
付
西
日

本
新
聞
朝
刊
・
社
説
に
お
い
て
、

「
も
の
づ
く
り
は
国
づ
く
り
の

礎
」
と
題
し
て
、
明
治
以
降
の

日
本
の
優
秀
な
技
術
力
を
持
っ

た
製
造
業
＝
も
の
づ
く
り
産
業

の
必
要
性
を
、
更
に
、
今
後
と

も
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
で
よ

り
一
層
の
重
要
性
を
次
の
よ
う

に
提
言
し
て
い
ま
す
。「
日
本
の

製
造
業
の
強
み
は
、
高
度
な
部

材
を
供
給
す
る
中
小
企
業
群
の


